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【研究内容の概要】

Streptomyces hawaiiensis NRRL 15010 より単離された新しい作用
機序をもつ抗菌物質、 アシルデプシペプチド (ADEP1) をモデルにして
ADEP1 をはるかに凌ぐ抗菌作用を示す化合物群を創製しました。本化
合物群はタンパク質分解酵素 ClpP を異常活性化し、生育に必須のタン
パク質の非特異的分解を誘導することで抗菌作用を発揮します。
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・ タンパク質分解酵素 ClpP の異常活性化

・ タンパク質分解システムを撹乱する新しい作用機序

利
用
／
用
途

・ グラム陽性菌に有効な抗菌剤

・ グラム陽性菌のタンパク質分解システムの研究に有用な試薬
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